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西条市 経営戦略部 危機管理課

～「死ぬな」・「逃げろ」・「助けろ」～

玉津地区タウンミーティング
～地域防災対策～

令和元年9月18日（水）19：30～

本日の内容

１．防災情報のレベル化

２．地域防災力の重要性

３．地域の防災課題

４．マイ・タイムラインなど

取組み事例の紹介
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警戒レベルの低い方から
▼レベル１は、数日以内に大雨が予想される時
▼レベル２は、注意の呼びかけ
▼レベル３は「避難準備の情報」で、高齢者などは避難を開始する
▼レベル４は「避難勧告」や「避難指示」で、速やかに避難所に移動する、
直ちに命を守る行動をとる
▼レベル５は「災害の発生」で、命を守る最善の行動をする

１．防災情報レベル化（内容）

防災情報は大きな災害を経験
するたびに増えてきました。

規格（物差し）を統一

防災情報をあらためて整理
してわかりやすく体系化す
る「土台」を示した、とい
う意味があります。

１．防災情報レベル化（狙い）



3

内閣府「防災４．０」未来構想プロジェクト有識者提言より

いま、防災は、第４段階へ

平成３０年７月豪雨を踏まえた
水害・土砂災害からの避難の在り方について

平成３０年１２月

中央防災会議 防災対策実行会議

「平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に

関するワーキンググループ」による発表
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希薄になりつつある地域社会の現状と求められる取組み
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阪神淡路大震災の教訓～救出・救助にあたったのは～

生き埋めや閉じ込められた際の救助（誰に助けられたか）

（社）日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書｣

救助された人の約９５％は､

自力または家族・隣人（自助・共助）
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平成30年7月豪雨災害 倉敷市真備町
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津波による浸水害

土砂災害
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地区防災の取り組み方

ステップ３：自分自身を守る方法を考えましょう

ステップ４：地域の役割をみんなで考えましょう
ステップ５：
防災訓練等

ふりかえり
（経験の活用）

災害
対応

ステップ１：まずは取組の進め方を確認しましょう

フィードバック
（経験の活用）

ステップ２：身の回りのどんな災害リスク
があるか考えましょう

地区防災計画の完成

✫進め方やアウトプットについて意見交換
✫防災対策の現状と課題を共有

✫災害に関する知識を得る
✫防災まち歩きなどで危険個所を掘り起こす

✫「マイ・タイムライン」を作ってみよう
✫「災害・避難カード」を作ってみよう

✫避難行動のときの役割（避難行動計画の作成）
✫避難所生活のときの役割 （避難所マニュアルの作成）

✫防災まち歩き（ＤＩＧ）
✫避難訓練
✫避難所運営訓練（ＨＡＧ）
等の訓練を実施

検討の過程で
☑リスクを認識できる
・個人ごとの違いを認識できる
・災害ごとの違いを認識できる

☑防災・減災行動が具体的にわかる
・いつ、どこへ、どこを通って避難
・地域での役割
・事前の準備は、いつ、どのように

☑コミュニケーションの輪が広がる
・意見交換を通じて知り合いが増える
・ご近所とのつながりが強くなる

※回数を重ねるごと、継続することによって、さまざ
まな効果が得られます。
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避難準備開始
・自宅周辺の片づけ
植木鉢、側溝
・避難経路再確認

避難準備第２段階
・常備薬の確認、補充
・自治会長へ連絡

・危険地域の見回り
・近所への声掛け

避難開始
・母、妻、子供が避難開始
（避難所まで３０分）

避難開始
・自宅の戸締り確認
・自分自身が避難開始
（避難所まで３０分）

・○○さん、◆◆さん
の避難誘導支援

避難完了
・自治会長へ避難が完了し
たことを報告

・避難所の受付を実施（妻）
・受入れ準備を支援（子供）
・情報班の業務（自分）

準備にかかる時間を
事前に計っておく

自分の避難に影響が出
ない範囲で実施する

※自分が必要だと思うことをできるだけ多く書い
ておくと、いざという時に役立ちます。

共助の役割を記入
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災害・避難カードを活用した防災

地域の特性に合わせたカードを作成

7月豪雨のとき、大洲市三善地区は、浸水したが、人的被害ゼロでした。

名刺タイプ（携帯可能なサイズ）の災害・避難カード
～主な記載内容～
【左のカード】
・氏名
・住所
・生年月日
・血液型
【右のカード】
・頼りになる人の
緊急連絡先

・災害伝言ダイヤル
の使い方

※
避難場所等は、別途
作成しているマップ
に記している。

■赤い紐で首からかける「災害・避難カード」
普段は室内の目立つ場所にかけておき、災
害のおそれがある際は、首からかけて避難
する



12

避難場所や避難ルートを記したマップ形式の災害・避難カード

本部運営
訓練

ＤＩＧ（災害
図上訓練）

ＨＵＧ
（避難所

運営ゲーム）

クロス
ロード

給水
訓練

避難所
運営・
宿泊訓練

まちなか
訓練

炊き出し
訓練

防災ウォーク
ラリー

色々な防災訓練やイベント

防災
まち歩き

避難
訓練

想定した災害につい
て、地図上で災害対
応について話し合う

実際の街中を会
場として防災訓
練を実施する

災害時に発生する
様々な問題につい
て検討しあう

防災クイズに答え
ながら街中を歩き、
地域の防災につい
て学ぶ

地域を防災的な視
点から点検し、防
災マップを作製

防災
運動会

担架による荷物運
び競争や土のうづ
くり競争など、
「防災」の視点を
取り入れた運動会

他の訓練現場を見学することで、訓練の準備や進め方などの理解が深まります

「災害に強いコミュニティへ！」
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防災・減災について、行政との連携

建設的な議論
ができる

フラットな関係

✕依存しない ☞
☚ 押し付けない✕

◆防災説明会の開催
◆防災訓練や防災イベ
ントの企画・実施
◆防災に関する計画の
作成

◇資料の提供やアド
バイス
◇訓練・イベントの
支援
◇新しい情報の提供
◇新しい取り組みへ
の依頼

７月豪雨災害のとき、自分たちで作った地区防災
計画により難を逃れた大洲市三善地区や松山市高
浜地区のように災害に強い地区づくりをめざしま
しょう！

自分たちの命は、自分たちで守る


